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　酒造業が盛んになった要因である水
質・気候や、大消費地と多様な交通網で
結ばれているなどの利点は、みそやしょ
うゆの醸造も同様であった。
　みその生産量は『武蔵國郡村誌』によ
ると貝塚村が3,300斤（1,980㌔㌘）、上野
本郷村が1,200斤（720㌔㌘）、地頭方村が
1,000斤（600㌔㌘）となっている。近代に
おける上尾市域の味噌醸造業者は、平
方の山一味噌（写真3）が明治35(1902）年

頃に創業しており、昭和6(1931)年には
谷津の中村味噌が創業した。
　しょうゆについての記載は『武蔵國郡
村誌』には無いが、明治33（1900）年に平
方で創業となる、玉

た ま

十
じゅう

の銘柄で知られた
石川醤油や、大正11（1922）年に上尾宿
で上

じょう

萬
ま ん

醤油が創業したことが分かって
いる。また、昭和30年代後半に最盛期を
迎える堤崎の桜井醤油は、大正13(1924）
年２月の創業と伝えられている。

上尾の醸造～みそ・しょうゆ～
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写真3	 昭和前期の山一味噌

　
醸
造
業
は
、明
治
時
代
の
上
尾
を

代
表
す
る
工
業
で
あ
っ
た
。特
に
酒
造

業
は
、南
村
須
田
家
文
書
な
ど
の
近

世
文
書
に
記
述
が
見
ら
れ
、江
戸
時

代
か
ら
盛
ん
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か

る
。そ
の
理
由
と
し
て
、豊
富
で
良
質

な
中
硬
水
の
地
下
水
や
、温
暖
な
気

候
と
風
土
が
酒
造
に
適
し
て
い
た
こ

と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。ま
た
、大
消

費
地
の
江
戸
と
荒
川
の
舟し

ゅ
う

運う
ん

で
つ
な

が
っ
て
い
た
こ
と
や
、
見
沼
の
通
船
、

中
山
道
な
ど
多
く
の
輸
送
手
段
が

あ
っ
た
こ
と
も
要
因
の一つ
で
あ
る
。

　

更
な
る
酒
造
業
発
展
の
契
機
と

な
っ
た
の
は
、
明
治
４（
１
８
７
１
）

年
の
酒
造
株
の
廃
止
で
あ
る
。そ
れ

ま
で
は
、
酒
造
株
を
持
つ
者
で
な
い

と
、
酒
造
が
許
可
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
。
し
か
し
、
酒
造
株
が
廃
止
さ

れ
、「
清せ

い
し
ゅ酒

、濁だ
く
し
ゅ酒

、醤
し
ょ
う

油ゆ

鑑か
ん
さ
つ札

収し
ゅ
う

与よ

並な
ら
び
に
し
ゅ
う
ぜ
い
ほ
う
ほ
う
き
そ
く

収
税
方
法
規
則
」が
定
め
ら
れ
る

と
、新
規
の
免
許
料
一
〇
両
と
毎
年
の

支
払
い
一
〇
両
を
納
め
れ
ば
、誰
で
も

酒
類
の
製
造
・
販
売
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
、
全
国
で
酒
造
業
が
盛
ん
に

な
っ
た
。

　
上
尾
市
域
の
酒
造
高
は
、明
治
８

（
１
８
７
５
）年
の
調
査
結
果
が
掲
載

さ
れ
て
い
る『
武む

さ
し
の
く
に

蔵
國
郡ぐ

ん
そ
ん村

誌し

』に
よ

る
と
、
上
尾
宿
二
六
〇
石
、
中
分
村

一
五
〇
石
、上
尾
村
一
二
〇
石
、南
村

二
九
一
石
八
斗
、平
方
村
四
〇
〇
石
、

平
塚
村
一
五
〇
石
、
上
村
二
〇
〇

石
、
瓦
葺
村
五
七
石
六
斗
の
合
計

一
六
二
九
石
四
斗
で
あ
り
、
現
在
の

単
位
に
換
算
す
る
と
約
３
万
㍑
の
生

産
量
で
あ
る
。

　
そ
の
後
も
酒
造
は
盛
ん
に
行
わ
れ
、

上
尾
を
含
む
北
足
立
郡
は
、明
治
30

（
１
８
９
７
）年
頃
ま
で
県
下
１
位
の

酒
造
高
を
誇
っ
て
い
た
が
、
明
治
35

（
１
９
０
２
）年
以
降
は
徐
々
に
酒
造

高
が
減
少
し
て
い
っ
た
。こ
の
よ
う
な

状
況
を
受
け
、埼
玉
県
酒
造
組
合
北

足
立
支
部
は
、郡
内
の
酒
造
業
の
改

良
発
展
と
活
性
化
を
図
る
た
め
、明

治
43（
１
９
１
０
）年
３
月
に
浦
和
税

務
署
で
北
足
立
郡
第
１
回
清
酒
品
評

会
を
開
催
し
た
。

　
品
評
会
で
は
、
上
尾
町
・
笹
川
酒

造（
写
真
1
）の「
栄

さ
か
え

鯛た
い

」が
一
等
最
上

位
と
な
り
、
上
尾
町
・
鈴
木
酒
造
と

原
市
町
・
八や

ぎ木
泉い

ず
み

酒
造
の
醸
造
酒
が

三
等
に
入
選
し
た
。
同
年
12
月
に
は

第
２
回
品
評
会
が
行
わ
れ
、最
上
位

の
優
等
に「
栄
鯛
」が
、一
等
に
上
尾

町
・
北
西
酒
造
の
醸
造
酒
が
入
選
し

た
。こ
の
ほ
か
に
も
市
域
に
は
、鈴
木

酒
造
の「
いい

の
い
ち一

」、原
市
町
・
八
木
酒
造

の「
東

あ
ず
ま

一い
ち

力り
き

」、北
西
酒
造
の「
文ぶ

ん

楽ら
く

」、

上
尾
町
・
小
林
酒
造
の「
東と

う

寿じ
ゅ

」、
平

方
町
・
石
川
酒
造
の「
満ま

ん

菊ぎ
く

長ち
ょ
う」な

ど

の
銘
柄（
写
真
2
）が
作
ら
れ
、昭
和

に
入
っ
て
か
ら
も
県
内
の
酒
類
品
評

会
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
が
上
位
入
賞

を
果
た
し「
酒
ど
こ
ろ
上
尾
」の
名
が

知
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

（
上
尾
市
生
涯
学
習
課
）

上
尾
の
醸
造

〜
酒
ど
こ
ろ
上
尾
〜

写真1　笹川酒造(昭和40年代　現上尾小学校
付近） 写真2　上尾市域の酒造のラベル


